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LONG-TERM COMPLETE RESPONSE OF MULTIPLE LUNG 
   METASTASES FROM RENAL CELL CARCINOMA 
    INDUCED BY COMBINATION THERAPY WITH 
    INTERFERON a AND  UFT  : A CASE REPORT
Toshiro Terachi, Yusaku Okada, Hideo Takeuchi
and Osamu Yoshida
From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University
   We report a case of long-term complete response of multiple lung metastases of renal cell car-
cinoma (RCC) by the combination therapy with interferon a (IFNa) and UFT. A 38 year-old 
man having left RCC with lung metastases underwent radical left nephrectomy and extended 
lymph node dissection, the pathological stage being pT2N2. Although metastatic lung tumors 
increased in size and number against intravenously admitted interferon  r  (IFNT) therapy after the 
surgery, they completely disappeared following the subsequent combination therapy with intramus-
cularly admitted interferon a (IFNa) and oral intake of UFT in about 2 years. The patient 
has been disease-free for 5 years after cessation of the treatment. Combination therapy with 
IFNa and UFT might be more effective on metastases of RCC than single use of IFNa or  IFNI'. 
                                                   (Acta  Urol. Jpn. 39: 353-355,1993) 
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緒 言
近 年,三nterferonα(以下IFNα と略 す)と5-
fluorouracy1(以下5-FUと 略す)の 併 用 療 法 に よる
進行 期 大 腸 癌 に 対 す る 良好 な 臨床 成 績 の報 告1)に続
き,腎 癌 転 移 巣 に対 して もIFNα と5-FUあ るい は
UFT(uracylと5-FUのmaskedcompoundであ
るtegafurの合 剤)の 併 用 療 法 が 試 み ら れ て い る.
KotakeらがIFNα とcimetidineによ る6ヵ 月 間
の治 療 に よ り4年10ヵ月 あ る いは6年 に わ た りcom-
pleteresponse(CR)が持続 し て い る 症 例 を報 告 し
てい る もの の2),腎癌 に お いて 外科 的 治療 以 外 の 方 法
で,治 療 の継 続 な しに 転 移 巣 のCRが 長 期 持続 して
い る症 例 は きわ めて 稀 で あ る.今 回 わ れ わ れ は,2年
間 のIFNα とUFTと の併 用 療 法 に よ り,複 数 の肺
転 移 巣 が 消失 し,投 薬 の中 止 後5年 間 再 発 を み て い な
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い腎 癌症 例 を 経 験 した ので 報 告す る.
症 例
患 者:38歳 男 性
主 訴:体 重 減 少,不 明熱
既 往歴:特 記 す べ きこ とな し
現病 歴:1年 間 に13kgの 体 重 減 少 を 認 め,2カ
月 間 にわ た り37℃ 前 後 の発 熱が 続 き近 医 受 診.腹 部
CTに て 左 腎腫 瘍 を 認 め,当 科 に 紹 介 され た,20年 間
の喫 煙 歴(1日10～15本)あ り.
入 院 時 現 症:身 長170cm,体 重51kg,や せ 型.
performancestatusは0であ った.
入 院 時 検 査 所 見 ・胸 部 レ線 に て 右 肺野 に1.4×L3
cmの 円 形 病 巣 を 認 め た.赤 沈1時 間 値72mm,
CRPはll。Omm(毛 細 管 法)と と もに 充 進.赤 血
球 数6.22×106/ml,ヘモ グ ロ ビ ン15.79/m1,ヘマ トク
リ ッ ト48.9%と高 値 で あ った が,エ リス ロポ エ チ ンは








と正常 値 を示 した.血 清Ca値II.Img/ml,ア ル カ
リフ ォス フ ァタ ーゼ901UIL(正 常 範 囲15～701U/
L)と 高 値 を 示 し た が,副 甲状腺 ホ ル モ ソ値 は正 常
で,骨 シ ンチ グ ラ ム も異 常 を 認 め なか った.
臨 床 経 過(Fig.1)=左腎 癌 お よび肺 転 移(Robson
stageNB)と診 断 し,1985年8月 左 根 治的 腎 摘 除術
お よび リンパ節 郭 清 術 施 行.腫 瘍 はlI×9×6cmの
大 き さで,摘 出 腎 重量 は550gで あ った.病 理 組 織
学的 に は 病 期 はpT2N2M1,構 築 型 はalveolartype,
細 胞 型 はcommontype,clearcellsubtypeの腎 細
胞癌 で あ った.術 後 肺 転 移 巣 に対 しinterferonγ(以
下IFNγ と略 す)2xlo6JRU静 注 連 日投 与 を1カ
月 間 行 った が,主 病 巣 は1.9×1.5cmとや や 増 大 し,
か つ,両 肺 野 に 新病 巣 の 出現 を認 めた た め,1985年10
月 よ りIFNα とUFT併 用 療法 に変 更 した ・IFNα
は週5日 間 の筋 肉 内投 与 と し,3×1061Uか ら1週 毎
6×1061U,9×1061Uと漸 次 増 量 を 試 みた が,発 熱 を
主 とす るイ ソフル エ ソザ様 症 状 の た め,治 療開 始後5
週 目 よ り投 与 量 は3×1061Uと し11週まで 継 続 した.
以 後 外 来 に て週2日 同 量 を投 与 した.UFTはTega-
furとして1日600mgの 連 日内服 投 与 をIFNα と
同時 に 開 始 した.1987年6月,肺 転 移 巣 は ほ ぼ完 全 に
消 失 し,同 年9月 よ りIFNα とUFTの 投 与 を中 止
した.1992年6月現 在,肺 転移 巣消 失 後 約5年 を経 て




腎癌 に対 し最 も高い抗腫瘍効果が期待 されたvin-
blastineとの併用によっても,あ きらかな奏功率の








は以下のごとく考 えられ る.5-FUはRNA機 能障
害 とチミジル酸合成酵素障害を介したDNA合 成阻
害により抗腫瘍効果 を表 し,IFNαは予備のチ ミジ
ル酸合成回路であるチ ミジソキナーゼに対する直接的
















上CRを 持続しているが,薬 剤投与を中止 した症例
では3カ月後に肺転移が再発している5).われわれの
症例では投与 中止後 も5年 間再発 をみていないが,
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